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自己紹介

関 泰彦（せき やすひこ）

コニカミノルタ株式会社
QOLソリューション事業部 事業戦略部所属

主な業務： 事業企画・推進
介護市場探索、厚労省事業受託、介護事業所支援

資格： スマート介護士（Expert）

経歴

2008年～ コニカミノルタ株式会社入社

2008年 新事業としてライフサイエンス領域のBtoCビジネス創出

2014年 新規事業探索・事業企画 高齢者介護領域での新規事業創出に従事

2016年 HitomeQケアサポートを上市 介護事業所への営業に従事

2016・17年 厚労省「介護ロボットを活用した介護技術開発支援モデル事業」受託

2018年 厚労省主催 介護ロボット地域フォーラムにて事業成果報告（国内12都市）

2022・23年 厚労省「介護ロボット相談窓口（神奈川）業務アドバイザー」担当



介護分野の動向
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本格化する介護現場の生産性向上
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全国的に介護生産性向上総合相談センターを設置し、介護事業者からの
業務改善など各種相談に応じています。
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生産性向上への取組みに加算創設
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R6年度介護報酬改定から生産性向上に取組む事業所に加算が算定できます。
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業務改善の手順 認知高まる
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（出所）厚生労働省 介護ロボットのパッケージ導入モデル

手順 ポイント

＜改善活動を検討・実行に移すための体制づくり＞

生産性向上の取組を推進するにあたって、プロジェクトチームをつくります。現場担当者に任せるだけでなく、経営層（トップ層）も関与しましょ

う。

経営層（トップ層）から、取組開始のキックオフ宣言をし、取組の意義等を周知しましょう。

＜介護現場での課題把握＞

どのような現場の課題があるのか、今後どのようなケアを進めていきたいのか、議論して見える化しましょう。

導入したい介護ロボットを前提とした議論をするのではなく、施設・事業所の課題やありたい姿を丁寧に議論することが望ましいです。

＜導入後のオペレーション変更の検討、導入後の効果を把握するための定量的な仮説の設定＞

課題等を踏まえ、介護ロボットの導入をする場合、実行計画を検討します。

これまでに介護ロボット等を導入したことがない場合、「介護ロボット導入のためのフローチャート」を参考にしましょう。

一度に複数の機器を導入するのではなく、順次導入するようにしましょう。機器の特性（適応と禁忌）を確認の上、対象利用者を選定しましょう。

介護ロボットの導入・教育だけでなく、現場のオペレーションをどのように変えるか、を検討しましょう。

導入後、想定される効果を検討し、評価項目を設定しましょう。

＜導入準備、利用者へのケアの提供、導入後の効果検証＞

本冊子を参考に、導入準備（保管場所・活用ルール等の検討）、機器導入・研修、利用者への活用を進めます。

夜勤者で十分な教育ができないことや、ICT に慣れていないために活用が進まないケースがあります。十分な導入期間を確保するようにしましょう。

導入当初は、プロジェクトチームによるミーティング等を月 1 ～２回程度開催するなどして、メンバーでの情報共有を心掛けましょう。

取組のなかで、小さな改善活動を進めていきましょう。

＜期待していた効果（仮説）に対する効果検証、振り返りミーティングの実施＞

実行計画の中で設定した評価項目が達成されているかの評価を行いましょう。評価は、利用者への効果・職員への効果・組織への効果

の観点で行います。可能な限り定量評価ができるようにしましょう。

うまくいった点、いかなかった点を整理しましょう。うまくいった点は好事例として、施設・事業所内に情報共有しましょう。

うまくいかなかった点は、原因等をプロジェクトチームで検討しましょう。

うまくいかなかった点については、実行計画に変更を加えましょう。

一定の効果が検証できた場合、次のステップに進みます。ありたい姿に向けた次の取組や、新たな課題への検討を行いましょう。

導入済みの機器の活用を進める場合、対象利用者・対象となるケアのシーン・より効果的な使い方を検討しましょう。

追加で機器を導入する場合、導入済みの機器と組み合わせて活用することにより、相乗効果が発揮できるかを検討しましょう。

介護事業所が業務改善に取組みながら、介護ロボットを導入する手引き
（介護ロボットパッケージ導入モデル）が全国的に認知されています。
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介護ロボット貸出制度も整備
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無料で介護ロボットを試用できる制度があります。当社も掲載済です。
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厚労省受託事業の経験より
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介護・福祉分野で求められていることは、物理的なロボット開発ではありません。
①現場の課題を可視化し、②課題解決に適したロボットを選定し、③改善活動を牽引する人材
により、持続的な介護サービスの提供が実現します。
メーカー・事業者・自治体が、ソフト面で連携することが必要不可欠であると考えます。

メーカー 介護事業者

自治体

資金
補助

人材
育成

最新
技術

業務改善（伴走支援）
生産性向上

製品認知
サポート

導入効果
効果検証

求められる
ロボット開発

作りっぱなし 経験と勘

規制・支援

業際の歩み寄り・滲みだしが求められている



コニカミノルタの取組み
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会社紹介
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コニカミノルタのコンセプト
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コア技術

光学

材料

画像

微細
加工

150年培ってきた Imaging を中心とした4つのコア技術で
時代と共に変化する人々の「みたい」に応えてきました

介護士の業務を
みえる化

疾病・がんの
兆候をみえる化

ものづくりの品質、
ガス漏れやインフラ
老朽化をみえる化

印刷物を高精彩に、
業務プロセスの課題
をみえる化

美しい映像を
みえる化

看たい

診たい

視たい

観たい

見たい
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QOLソリューション事業部とは？
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2014年9月 介護分野のDXをめざし事業創出に着手
2016年4月 QOLソリューション事業部 事業化
2018年12月 コニカミノルタQOLソリューションズ株式会社 設立
2022年3月 丸紅株式会社と出資契約締結
2024年10月 国内約200の介護保険事業所にて製品・サービスをご利用

『ケアに関わるすべての人たちが、
きらめき、ときめく世界を、みなさまと共にひらめく』

介護分野は、人材不足や介護度の進行、認知症の悪化など様々な課題に直面し、
利用者様の真のニーズを捉えることが大変難しい状況・分野であると思います。
ICTやAIは、介護現場で奮闘する皆さまの五感を深化させ、
お客様のニーズや利用者様の最適なケアを提供する手助けとなります。

私たちは、データに基づいたケアを通じて、お客様とのコミュニケーションを向上させ
より質の高いサービスが、一人ひとりの成長や組織の進展につながると考えます。

ケアに関わるすべての人が、自信と笑顔で利用者様に向き合っていただけるよう
私たちは邁進していきます。

弊事業部は、介護分野に特化した
市場調査から製品・サービス開発、製造、販売を手掛ける事業体です。
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HitomeQケアサポート コンセプトムービー
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事業内容
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介護オペレーションの変革を伴走

サクセスサポート

利用者様の行動を見守り、
スタッフ様の業務負担を軽減

ICT環境の提供

※保有資格（ProStaff全員取得）
・スマート介護士資格
・介護初任者研修

科学的介護の推進・
ケア品質の向上

データ活用
ケアの実行

見える化による状態
把握

センシング
情報収集

分析から
運用・対策

HitomeQ ケアサポート（システム＆サービス）を介護事業者様にご提供

自社開発の行動分析センサーが
映像解析等から得られるヒトの行動データを収集し
ケア品質の向上や介護現場の生産性向上を推進
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介護過程をDXしませんか？
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利用者様のデータに基づき
アセスメントを実施する

アセスメントに基づいた
ケアプランを立案する

ケアプランに基づき
介護を実施する

再び、データを取得し
アセスメントを実施する
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介護・福祉分野のめざす未来
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DX人材

活躍

財源

適正化

生産性

向上

介護現場

社会保障

介護分野
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